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1956年頃の埋め立て前のおおよその海岸線

距離:約5.3km 所要時間:車で約75分
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池間湿原散策コース(陸水)
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　淡水で生育する植物は、その総

称として湿性植物や水生植物と呼

ばれ、宮古では池間湿原や崎田

川、ため池や湧水地周辺などの限

られた場所でしか観察できませ

ん。県内最大の湿原とされる池間

湿原は、もともとは海とつながっ

ていましたが、昭和の初め頃に農

地にするために干拓されました。

　その後淡水化が進み、今のよう

な環境になりました。湿原には

様々な動植物が生息・生育してお

り、環境省の「重要湿地500」に選

定されています。また、渡り鳥の

貴重な休息地および繁殖地となっ

ているため、2011(平成23)年に国

指定池間鳥獣保護区に指定されて

います。

イヌクログワイ

ケミズキンバイ

ヒメガマ

フトイ

多年生草本。国内で

は沖縄県でのみ見

られる希少種。茎は

水上に浮かび、呼吸

根と根を水中にの

ばす。

抽水性の多年生草

本。池間湿原で比

較的かんたんに見

ることができる。

池間島の中心が入江だっ

た時代は、海とつながっ

ていたので、ブダイやタ

コ、ナマコやカニなどが

生息し、オヒルギ・メヒ

ルギ・シマシラキなどの

マングローブ植物も生え

ていた。

抽水性の多年生草

本。葉で筵や蓑を

作った。子どもたち

はアイスケーキギー

と呼んでいた。

抽水性の多年生草本。

世界各地の湿地で見ら

れる。茎はストロー状

になっており、葉は退

化している。

フナクス

池間大橋→

ユニムイ(干拓地)

池間島灯台

野鳥観察展望台

水門跡

池間漁港

いけ  ま じまとうだい

やちょうかんさつてんぼうだい

沖縄県RDB：絶滅危惧Ⅱ類
環境省RD：絶滅危惧Ⅱ類

陸水の環境

すいもん

いけ　　　　ま　　　　しつ　　　げん　　　さん　　　 さく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　りく　　　すい

きょ り　　　　　　　　　    しょようじかん くるま

かんたくち

　　　  たん  すい　　    せい   いく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　そう

 しょう　　　　　　　　  しっ せい　　　　　　　  　すい  せい　　　　　　　　　 よ
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    がー　　　　　　　　 いけ　　  　ゆう すい　 ち　しゅうへん　　　　　　　 　かぎ

　　　　　　　　　　 ば    しょ　　　　　　　　　 かん   さつ

　　　　　 　けん  ない  さい  だい　　　 しつ   げん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　    　しょう  わ　　　   はじ　　 　ごろ      　のう

 　 ち　　　　　　　　　　　　　　　　　かん  たく
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   てい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　わた　　　どり

  　き ちょう　   　きゅうそく  　　　　　　　　　　 はんしょく

　  し　てい　　　　  　ちょうじゅう ほ　  ご　  く

  いけ  ま  じま　   ちゅうしん　　 いり   え

　　 　じ  だい　　　　　うみ

  せいそく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  は

いけ  ま ぎょこう

いけ ま おお はし

う　　  た　　  まえ　　　　　　　　　　　   かいがんせん

　　　　　　　 そうほん　  こく ない

　　　おき なわ けん　　　　　　　　 み

　　　　　　　   きしょうしゅ　くき

すいじょう　  　う　　　　　　  こきゅう

  こん　　　 ね　　　すいちゅう

　せ  かい かく   ち　　　しっ  ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たい

   か

  ちゅうすいせい

　　　　　　 は  　　  むしろ　　   みの

  つく

　　

　　　 よ

　　　　　　　　　　　　　　　　  ひ

 かく てき

 りく    すい　　　  かんきょう



陸水の環境で見られる植物
マズムヌギー

港付近を堰き止め始めた頃のようす
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イボタクサギ

常緑半つる性低木。

海岸や砂浜にも生

える。葉をもむと臭

い。茅葺のときに縄

がわりにした。
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キダチキンバイ セイコノヨシ
（セイタカヨシ）

多年生草本。日当た

りのよい湿地や沼

などに生える。全体

的に毛が生え、黄色

い花がよく目立つ。

湿度の高い水辺や湿地に見

られる植物。基本的に根を含

む植物全体が陸上にある

体の一部またはその全体が水に浸か

るような場所に見られる植物。一般

には水草と呼ばれる

抽水

浮葉

沈水

浮遊

フトイ
イヌクログワイ
ヒメガマ

セイコノヨシ
キダチキンバイ

ハス
ケミズキンバイ

トリゲモ
イバラモ

ホテイアオイ
ボタンウキクサ

2023年

池間島いまむかし

淡水植物に会いにいこう！

多年生草本。穂がサ

トウキビに似てい

る。葉が上向きで垂

れ下がらない。

サガリバナ

常緑亜高木。花は夜

に咲き、甘い香りを

放つ。宮古島添道に

唯一の自生群落地

がある。

　珊瑚礁が盛り上がってできた宮古

島の地層は、水を通しにくい粘土の層

の上に、水を通しやすい石灰岩が重

なってできています。地表に降った雨

のほとんどは石灰岩の隙間にしみこ

み、やがて海岸の崖下などから海に湧

き出ていきます。こうした湧水の周辺

では、淡水を好む貴重な植物を見るこ

とができます。湧水以外にも、降り井

や洞泉など、島のあちこちに隠れてい

る淡水の環境を探して、ぜひ淡水植物

に会いに行ってみてください。

1963年 1961年

※国土地理院のウェブサイトの写真を加工して作成 宮古島市総合博物館所蔵

展望台

フナクス

大神島 池間大橋

昔は入江だった！

水生植物湿性植物

植物全体が水中
に沈んでいる

茎や葉の上部が
水面に出ている

葉だけが水面上
に浮いている

植物全体が水面
または水中で浮
遊している

クスキブーギギスキ

いけ　 ま　じま

　　　さん   ご しょう　　  も　　　  あ

　　　  　　ち   そう　　　　　　　　  とお　　　　　　　　 　ねん  ど　　　そう

　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　せっ かい がん　　   かさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ちひょう　　 　ふ　　　　　 あめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　すき   ま

　　　　　　　　　　　　かい がん　　 がけした　　　　　　　　　　　　　 　わ　

りく　　  すい　　　　　　　  　かん　　 きょう　　　　　　　　  み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょく       ぶつ

　　　　　　    そう ほん　   ひ　あ

　　　　　　　　　 　しっ  ち　　　  ぬま
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  てき　  　け　　　　　　　　　 き  いろ

　　  はな　　　　　　　  め　だ
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　　　　　　　　　　　　　　に
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　　　  さ

じょうりょくはん　　　　せい てい  ぼく

　かい がん　　   すな はま
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　　　　　  あ こう ぼく　　　　　    よる

　　　  さ　　　   あま　　 かお

  はな　　　　　　　　　    そえ どう

  ゆい いつ　　 　じ   せい ぐん  らく  ち

  しつ  ど　　  たか　 　みず  べ

　　　　　　　　　　　 　き  ほんてき　　  ね　  　ふく

　　　　　　　　　　　    りくじょう

からだ　 いち   ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　　　　　　　 ば  しょ　　　　　　　　　　　　　　　  いっぱん

　　　 　みずくさ　　  よ

しっせいしょくぶつ すいせいしょくぶつ

ちゅうすい

くき　　  は　　  じょうぶ

ふ   ゆう

ふ   よう

う

しず

ちん  すい

すいめん

むかし　いり  え みなとふ きん　　　せ　　  と　　  はじ　　　   ころ

おおがみじま いけまおおはし

てんぼうだい

たん  すい　　　　　　　　　 あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう すい　　 しゅうへん

　　　　　　　　　　　　  　この　　  きちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　い  がい　　　　　　　　 うりがー

　   　どうせん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　かく

　　　　　　　　　　　　　　　　さが



浮遊性の常緑

多年草。南ア

フリカ原産。

繁茂すると水

面を覆いつく

し、湖や沼、河川の水温低下や、

水質悪化の原因となる。

引用：環境省那覇自然環境事務所よく似た葉をもつ在来植物

※特定外来生物はその場の移動を禁じられているため、

見つけた場合は触らず、環境保全課自然環境係へ。

つる性多年生草本。

小さな白い花が咲

く。日当たりの良い

場所で勢いよく繁茂

し、１日で10センチ

以上伸びることもあり、英名で「Mile-

a-minute(１分に１マイル)」ともいう。
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　生物は自然環境で密接に関係

し合いながら生きており、各地

域で独自の生態系を作り上げて

います。在来種は生態系をつく

る要素のひとつで、他地域から

外来種が入ってしまうと、環境

を奪われて数が減ってしまった

り、外来種との雑種が生まれて

多様性が失われてしまったり

と、もとの自然環境が大きく変

わってしまうことがあります。

　このように地域の自然環境に

大きな影響を与え、生物の多様

性を脅かすおそれのある外来種

を「侵略的外来種」といいま

す。2005(平成17)年に施行さ

れた外来生物法では、生態系や

人の命や身体、農水産業に被害

を及ぼすおそれのある海外から

の外来種を「特定外来生物」と

指定し、栽培や移動、野外へ放

つことなどを規制しています。

　外来種は海外からだけとは限

りません。国内でも他の地域か

ら持ち込んだ動植物が環境に大

きな影響を与えることがあるた

め、もとの生息・生育域以外に

生物を移動させることがないよ

う注意が必要です。

環境を変えてしまう外来種

ボタンウキクサ

ホテイアオイ アメリカハマグルマ

特定外来生物

要注意外来生物

世界の侵略的外来種ワースト100！ 

ツルヒヨドリ

外来生物法に基づく規制はないが、生態系に悪影響を及ぼすであろう種のこと

をいう。

よく似た葉を持つが、葉脈の
入り方が見分けのポイント。

よく似た花をもつが、葉の形が
それぞれ違う。

ツルヒヨドリ ツルドクダミ クロミノオキナワ
スズメウリ ハマグルマ アメリカ

ハマグルマ
クマノギク キダチ

ハマグルマ
オオハマ
グルマ

浮遊性多年生草

本。繁茂して水面

を覆いつくす。

半つる性多年草。地面

を覆いつくす、駆除が

困難な厄介もの。

かんきょう　　　　 か　　　   　　　　　　　　　　　　  がい　らい   しゅ
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  めん　　　おお　
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                                                        さ
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　もと　             き  せい　                                                             あくえいきょう

                                                    く  じょ

  こん なん　    やっ かい

 とく  てい    がい   らい   せい   ぶつ

せ かい 　しんりゃくてき

            みずうみ    ぬま　      か   せん　    すい おん てい  か　

 すい しつ あっ  か　      げん いん

 　いじょう の　　　　　　　　　　　　　　　　　　  えい めい　

ようみゃく
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馬小屋

マツ林

マツ林

展望台

体験工芸村

大
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大野山林散策コース(森林)
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リュウキュウマツ

常緑高木。琉球列島の固有種。

琉球王府時代に大規模な植林

がされた。落ちた葉や枝は薪

に、松脂は灯りに、木部は浜に

埋めたり潮水につけたりした

後に家屋の床材に使用した。エ

サ箱や挽き臼にも使われた。

マツギー
県木

展望台

宮古島市

熱帯植物園

東屋

野鳥の水飲み場

アカギ並木
少年自然の家

森林の環境

　琉球石灰岩におおわれた宮古は、土の厚さや湿度、地形によって植生のちが

いが見られます。土が厚く栄養が豊かで、湿度が高い低地やくぼ地には、タブ

ノキ群落が発達し、土が薄く風が強くて乾燥している場所には、ヤブニッケイ

群落などが発達しています。

　宮古の森林率は約16％と少なく、その中でも大野山林は、宮古では最大規

模の210ヘクタールの広さがあります。宮古で最も大きな水源である白川田水

源の上にあり、水資源を育み守るための保安林として指定されています。ま

た、希少植物の保全地としても貴重な存在となっており、散策コースも作ら

れ、人々の森林体験の場としても利用されています。

　一方で、造林のための下草刈りや遊歩道の増加により、開けた空間に外来種

が入り込み、在来種への影響が心配される現状もあります。

白
川
浜

大野越排水溝

海軍313設営隊の

地下壕群

白川田水源地・貯水池

大野山林管理範囲

やちょう　　 みず  の　 　　ば

おお  の  ごし  はい すい こう

 しら  かわ  だ  すい  げん  ち　　　ちょ  すい　ち

かい ぐん　　　　    せつ えい たい

  ち　 か  ごう ぐん

ねったいしょくぶつえん

距離:約1.2km 所要時間:徒歩約20分

（スサカダー）

          りゅうきゅうせっかいがん　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  つち　　    あつ　              しつ  ど　         ち   けい　                            しょくせい　

                                                                                      　　 えい よう          ゆた　　　　　　                            たか　　　 てい   ち　

　　　　　　ぐん  らく　     はっ  たつ　                            うす　                      つよ                かん そう　　　　　　　　　　     ば  しょ

                                                 りつ　　　やく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おお　の　さん  りん 　　　　　　　　　　　　　　　 さい  だい　 き

    ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             もっと　　　　　　　　　   すい  げん                       しら  かわ   だ　　

　　　　　　　　 　　　　　　　　　     すい   し    げん        はぐく        まも                                  ほ   あん  りん　　　　　　　　  し    てい

　　　　　　  き  しょう　　　　　　　　ほ    ぜん                                          き  ちょう　    そん  ざい　　　　　　　　　　　　　　　            さん  さく                       　　   つく

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 たい けん                                                り   よう

          いっ  ぽう　　　　     ぞう りん　                            した  くさ    が　               ゆう   ほ   どう　     ぞう    か　                              ひら　             くう  かん　　　がい らい  しゅ

　  　  はい　　　 こ                   ざい らい  しゅ　             えいきょう　　  しん ぱい　                     げんじょう

じょうりょくこうぼく  りゅうきゅうれっとう　　    こ  ゆう  しゅ

   　　　　  おう  ふ    じ   だい　     だい   き　 ぼ      　しょくりん

　　　　　　　　　　       お　　　　　　　　      　えだ　       まき

　            まつやに　     あか　　              もく  ぶ　　　 はま

   う                        しお みず

  あと　　　か  おく     　ゆか ざい　　　し   よう   

         ばこ         ひ　　  うす

しん   りん　        かん  きょう

あずまや

なみ  き

しょうねんしぜん　      いえ

てん ぼう だい

てん ぼう だい

たいけんこうげいむら

おお　　　　の　　　  さん　　    りん　　　さん　　　 さく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しん　　   りん

きょり　　　　　　　　　  しょよう  じ かん　と　ほ

うま  ご　 や
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森林の環境で見られる植物
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タブノキヤブニッケイ アカギ

シマヤマヒハツ

リュウキュウガキ

アコウ イヌビワ

オキナワトベラ

コンロンカ

サキシマフヨウ ショウベンノキバクチノキ

ヤマグワ

アカツギー

常緑高木。巨木にな

る。樹液が血のよう

に赤いから「赤血

木」と呼ばれる。家

畜のエサ箱の材料。

常緑高木。樹皮がは

がれ黄赤色の木肌

が見えるのを、博打

に負けて丸裸にな

る様子に例えてつ

いた名。

常緑高木。赤い新

芽が目立つ。樹皮

から線香を作った

ので「香木」。汁を

漆喰にまぜて建材

にも使った。

常緑つる性木本。

花は小さな黄色い

星形。がくの１枚

が白く大きくな

り、花びらのよう

に見える。緑の中

で白が目立つ。

半常緑低木。林縁に

よく見られる。晩秋

に咲く一重の大き

な花が目立つ。落葉

せず樹高も大きい。

ミズバーギー トゥビャーラギー

常緑小高木。枝を

切ると小便のよう

に樹液がしたたり

出るのが名の由

来。花は５ミリ程

で目立たない。

常緑低木。果実は緑

から赤、紫、黒と変

わり、熟すと食べら

れる。酸味が強く果

実酒などに利用さ

れる。薪取りのとき

のおやつだった。

実を割ってみよう！

実の中に花がある。こう

いう形の実はそれぞれ

に専属のコバチがいる。

ムーターギー

落葉低木。黒くなっ

た果実は食べられ

るが虫もよくいる。

枝葉は家畜のエサ

にしていた。

常緑高木。ガジュ

マルとよく似る。

根が他の樹木に巻

きついて枯らすこ

ともある。果実が

枝に直接実る。

フフボーギー

常緑小高木。果実は

有毒。魚を麻痺させ

て捕るのに使った。

枝は祭祀のときに

杖にする。

半落葉小高木。若葉

はヤギ汁や豚汁な

ど、肉料理に入れ

た。果実はそのまま

食べられる。

常緑つる性木本。果

実は乾燥させて粉

にし香辛料として

使用。若葉は炒め物

にしたり、天ぷらに

できる。

常緑高木。枝葉は

薪にした。祭祀に

も使われ、葉を擦

り合わせて音を出

しながら踊る。

常緑低木。葉も花も

匂う。主にヤギのエ

サとして使用。薪に

もした。

ヒハツモドキ

コーギーヌーマピンガスキ

アコーギー トゥスピャギー ツバサグース バンキギー

しん　　　りん　　　　　　　　  かん　　　きょう　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しょく　　  ぶつ

  じょうりょくこうぼく　   えだ   は　

   まき　                          さい   し　

　　　　　　　　　　　　　　　　        す　

　　　　　　　　　　　　   おと

                               おど

                                                     しん

    め             め     だ              じゅ   ひ

              　せん こう

                         こーぎー　　  しる

   しっ くい　　　　                  けん ざい

                 おう せき しょく　     き   はだ

                                            　ばく  ち

                             　まるはだか　

           よう  す　       たと

                      てい ぼく　 りん えん

　　　　　　　　　　　　　　　ばんしゅう

           さ　　　ひと　え

　 　　　　　　　 　　　　　　　らくよう

           　 じゅ こう

　　　　　　　　　　　　　　に

　　　　　　　　　　じゅ  もく　      ま

                             　か

                                      か   じつ

              ちょくせつみの

わ　

えだ   は　　　　か　ちく

せんぞく

　　　　     しょうこう  ぼく　

                      しょうべん　

         じゅ  えき　

                                                     ゆ

  らい　                                         ほど

   ゆう どく　                ま    ひ　

            と　

                  さい   し

   つえ

  にお　　　  おも

                                  きょ ぼく

             じゅ えき

　　　　　　　　　　　　　　　 アカ　 ツ

  ギー　　　　　　　　　　　　　　　　か

  ちく　　　　　　　ばこ　　 ざいりょう

                                           もく ほん

                                        

　 ほし がた　　　　　　　　　　　　 まい

　　　　しろ

　　　　　　　　　　　　 みどり

　　　 しろ　　　め　 だ

                てい ぼく

                         むらさき　くろ　

                   じゅく　

                   さん   み　      つよ         か

   じつ  しゅ　　　　　　　　り　よう

　　　　　　  まき  と

                かん  そう　                    こな

             　こう しん りょう　

                   わか  ば          いた　    もの

 

                         じる　      とん じる

　　　　　 にくりょう  り
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ハブカズラ
モンステラ

オウゴンカズラ
（ポトス）

マルバグミ

グミモドキ

アオノ

クマタケラン

クマタケラン

ゲットウ(月桃)

ツルグミ

ホウビカンジュ

リュウキュウ

ツルグミ

常緑半つる性木

本。葉の縁が波

うっていて、裏側

は銀白色。果実は

食べられる。

常緑つる性木本。

トゲのある枝で

他の木に絡んで

登る。果実はやや

えぐみもあるが、

食べる。

常緑低木。果実は食べら

れる。葉が大きいためオ

オバグミともいう。

サニム

常緑多年生草本。

茎を乾燥させて縄

を作った。独特の香

りが虫よけや殺菌、

薬草としても使わ

れる。

常緑多年生草本。台

湾原産。ゲットウと

アオノクマタケラ

ンの雑種とされる。

常緑多年生草本。在

来種。ゲットウに比

べ小型で花茎が直

立する。

アマチャヅルオキナワ

スズメウリ

リュウキュウ
ボタンヅル

常緑つる性木本。

祭祀に利用。火傷や

傷薬として利用。刈

り取っておいて正

月に家畜のエサに

した。

サキシマ

ボタンヅル

常緑多年生シダ。

木の幹や岩上に生

え、葉は垂れ下が

る。最近は新芽を

食用にする。

常緑低木。グミ類によく

似る。祭祀のときに使う。

半常緑つる性木

本。祭祀に使う。こ

れも刈り取ってお

いて正月に家畜の

エサにした。

つる性１年草。果実

は有毒。スイカのよ

うなしま模様が珍

しいため、観賞用と

して売られている。

ナガニウサ

常緑つる性木本。在

来種。木や岩壁にの

ぼる太い茎がハブ

のように見える様

子から名がつく。葉

に切れ込みが入る。

半つる性多年草。観

葉植物。ハブカズラ

に似るが、葉に穴が

あく。

常緑つる性木本。  

観葉植物が野生化

して大型化。白い模

様が入った、ハート

形の大きな葉をつ

ける。

つる性多年草。５つ

の葉が特徴的。葉は

噛むと甘味がある。

お茶にして飲んだ。

リュウキュウ

ツチトリモチ

多年生草本。クロヨ

ナ、オオバギなどの

根に寄生する。雄花

はネックレスのよ

うに雌花を囲む。

葉 を 観 察 し て

みよう！

宮古島市保全種

スバガマギー タズナイザヴカニ
ガラサヌチビ
ヌグーフゥサ

うろこ状の毛
がたくさん生
えている。

じょう　    け

  じょうりょく　               もく ほん

                                     　えだ

                                 から

　のぼ　          か じつ

  

                              ふち　        なみ

　　　　　　　　　　　　　 うら がわ

      　ぎんはくしょく

                                               るい　

                  さい  し

                                    そう  ほん

  くき         かん そう　                    なわ

                              　どく とく　    かお

                                        　さっ きん

  やく  そう

                                                       たい

  わん げん さん　

               ざっ しゅ

                                                      ざい

  らい しゅ　                                    くら

           こ   がた　       か   けい       ちょく

  りつ

   ね           き   せい                　お   ばな

              　め  ばな　    かこ

 

         ゆう どく　

                                 も   よう　     めず

                              　かんしょうよう

　　　　　  う

              　　   とくちょうてき

     か　            あま  み

                                          やけど　

   きずぐすり                                      か

　　　　　　　　　　　　　　　　　 しょう

　がつ          か   ちく

                 みき　　  がんじょう　

                                た　

                                     しん   め

  しょくよう

                                  がんぺき　

　　　　　   ふと　　  くき

                                                      よう

    す

           き           こ

                                                     かん

  ようしょくぶつ

          に　                               あな

                                       や   せい   か

                おおがた                          も

  よう

  てい  ぼく

かん さつ
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テリハノブドウ ハカマカズラシラタマカズラ ヘクソカズラ

スマク

常緑つる性木本。

葉がハカマに似て

いることから名前

がついた。

常緑つる性木本。気

根を出して木の幹

や岩によじ登る。マ

ツ林でよく見られ、

真っ白な花や果実

が目立つ。

つる性多年草。葉を

もむと悪臭がする。

若葉を汁物に入れ

た。薬用としても使

われた。

半落葉つる性木本。

葉の光沢が強く果

実は熟すと青色に

なる。葉を家畜のエ

サにしたりした。

菌類

アカハツ

トキイロヒラタケ

全体が淡いオレンジ

色。雨にあたったり

傷つくと青緑色に変

色することもある。

枯れたアダン

から生える。

白く扇型で、柄

はない。

チチアワタケ

坊主の頭のような

形をしている。カ

サの上面は強い粘

り気がある。

宮古ではリュウキュウマツ
のみが唯一の共生相手。

淡水藻類

コケ類

ミヤコチスジノリ　

島に降った雨のほと

んどは地下に浸透す

るため、湧水地でし

かみられない。

2002(平成14)年に、

日本の固有種で国の天

然記念物シマチスジノ

リの変種とわかった。

城辺のヌグスクガーで

のみ生育が確認されて

いる。

宮古諸島で昔から食用
にされてきた。

ミヤコジマ
ネジクチゴケ

2014(平成26)年に宮古島で発見

された新種。日本国内では初確

認。乾くと葉がちぢれる。

木が茂って光合成ができなかっ

たり、地下水が汚染されたりす

ると消滅するおそれもある。

コケ類は環境に敏感な

ので、コケ類の種類で

環境の状態を知ること

ができる。

つる植物は、他の

植物などに絡んで

高いところまで上

り、光を効率よく

得ています。その

上り方は実に様々

です。

ウプムスキー ボウズミムマツミム

アダンギーヌミム

 じょうりょく               　もく ほん　  き

  こん　                                          みき

                                 　のぼ　

                                               か   じつ

　　    め　 だ

        らく よう　

                こう  たく

           　じゅく　

                                 か   ちく　

                        あくしゅう

   わか   ば　       しる  もの

 　         やく よう

　　　　　　　　　　　　　　　  ほか

                                　　 から

  たか                                              のぼ

                ひかり　　 こう りつ

   え　

                 かた        じつ         さま ざま

きん   るい

 ぜん たい        あわ

　　　　   あめ 

  きず　                  あおみどり　          へん

しょく

  ぼう  ず　

        　　 じょうめん　                  ねば

    　   け

   か　

              おうぎがた　        え

ゆい いつ　    きょうせいあい て

しょとう　　   むかし　　　   しょくよう

たん   すい  そう   るい    

     

                  　    こ  ゆう しゅ  　　くに        てん

  ねん  き   ねん ぶつ

       　　　へん しゅ　

   ぐすくべ

                せい  いく    　 かくにん

               ふ

                  　ち    か　     しん とう

                        　ゆうすい  ち　

                                                                                        はっ けん

                     　しん しゅ

            　かわ

                                             びんかん

               　じょうたい

             しげ　         こうごうせい

                    ち　か すい　　  お せん

          しょうめつ

に



①マツ林
②フクギ並木
③イスノキ
④デイゴ並木
⑤ソテツ
⑥コバノナンヨウスギ
⑦パンノキ
⑧イジュ
⑨カンヒザクラ
　オオギバショウ
　シマナンヨウスギ
　ヤエヤマヤシ

①マツ林
②フクギ並木
③イスノキ
④デイゴ並木
⑤ソテツ
⑥コバノナンヨウスギ
⑦パンノキ
⑧イジュ
⑨カンヒザクラ
　オオギバショウ
　シマナンヨウスギ
　ヤエヤマヤシ

（1964年頃）

サクラ団地 ヤシ団地
ココヤシ団地
パパイヤ団地

松竹混交樹林

サルスベリ団地

テッポウユリ団地

ツバキ団地シドガー嶺

アダン嶺県内最大の熱帯植物園

　宮古島市熱帯植物園は、戦前までリュウ

キュウマツの林地で、琉球王府の時代から

木材を切り出す山として管理されていまし

た。しかし、廃藩置県後、管理する者がい

なくなり、戦争中にリュウキュウマツが乱

伐され、戦後はハゲ山同然に荒れた不良林

地となってしまいました。

　その後、1964(昭和39)年からナビフタ

ヤマを中心とした12万平方メートルの林

地を、自然教育や市民の憩いの場として造

園が進められました。こうして1967(昭和

42)年、平良市熱帯植物園が誕生しまし

た。その後、2005(平成17)年に宮古島市

熱帯植物園と改称し、2009(平成21)年に

体験工芸村が開設されました。

東屋

子どもの国広場

展望台

芝生広場

駐車場

花壇

松 林

ブーゲンブレア団地

ハイビスカス団地

トックリキワタ団地

ソテツ団地

原産樹種団地
果樹見本園
熱帯ジャングル園
薬草園
多肉団地などなど…！

平良市熱帯植物園配置計画図

ウサギとサル小屋
動物小屋

ナビフタ嶺
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他
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リュウヌヤ嶺

いまの植物園

宮古馬

工芸村

平良市史第二巻通史編Ⅱ 戦後編 （1981）

けん  ない   さい   だい  　　　 ねっ　たい  しょく ぶつ   えん

                                     ねったいしょくぶつえん　　　　　せん ぜん

                                         　りん  ち　             りゅうきゅうおうふ　  　 じ  だい

   もく ざい                                                              かん  り

                                         　はい はん  ち  けん　ご　　　　　　　　　　 　 もの

                                     せんそうちゅう                                                                   らん

   ばつ　                  せん  ご　                           どう ぜん　      あ　              ふ りょうりん

　 ち 

                                                     　 しょう わ

　                   ちゅうしん                                       へい  ほう                    

　　　　　　　　　　　　きょういく　　  し  みん        いこ　 　　　　　　                   ぞう

   えん        すす

                               ひら  ら　 し　　                                        たんじょう　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   へい せい

                　　　　　　　　　 かいしょう　                                                                       

　たい けんこう げい むら       かい せつ

ひら   ら   し   ねっ たいしょくぶつえんはい  ち  けい  かく ず

まつばやし
あずまや

だん ち

しば ふ  ひろ ば

ちゅうしゃじょう

か  だん

しょうちくこんこうじゅりん

みね

てんぼうだい

くに ひろ  ば

ご    や

　どう ぶつ  ご    や

げんさんじゅしゅ

 か  じゅ  み ほん

やくそう

 た  にく 

 みや   こ  うま 

こうげいむら



二重嶺

大武山/西大野

そのれ

そで群落

マント群落

森をまもる、「そで」と「マント」

　山林を観察すると、山林と道の間

には草や低木が生えています。これ

らの植物は林内へ侵入することもな

く、また離れもせず、一定の位置関係

を保っています。このような植物は、

山林の土砂が流れ出るのを防ぐ大切

な役目をしており、「そで群落」と呼

ばれています。

　また、山林の外側は低木やつる植

物が茂っており、マントを羽織って

いるように見えることから、それら

の植物群を「マント群落」と呼んでい

ます。人間がマントを着て寒さから

身を守るように、山林の中に直接風

が吹き込んだり、日光が直射して乾

燥するのを防いでいます。

　一見荒れた印象を与えるため、森

の邪魔者と思われて刈り払われた

り、工事などで山林の周辺をえぐり

取ったりすることがありますが、そ

の結果、山林内の環境が変わり、山林

が後退して荒れていくことになるた

め、むやみに刈り払わないよう注意

が必要です。

・強風や直射日光をやわらげる
・土が流れ出すのをふせぐ

厳しく管理された杣山

52 53

1734年に本格的に植えられた
ソテツは、1845年前後は23万
8,965本にもなった

1742年には村の共有林も合
わせると796万坪あまりの山
林が宮古島に広がっていた

大皆粉地/皆粉地

長山

大嶺後/かまま嶺

箕隅

深底1742年に王府へ報告された杣山

1887年の史料にみる12カ所の杣山

1742年にマツをはじめ、イヌ

マキ、フクギ、イジュ、カラ

タケなどを植林。のべ面積が

72万坪にもなり、当時の一大

事業だったことがわかる。

　宮古の南北方向には数少ない山林

のラインがいく筋かのびています。

山林は昔から生活に必要な木材や

薪、食べ物を調達する場であり、限

られた資源のため、琉球王府から厳

しく管理されていました。

　詳細なマニュアルや厳重なルール

を定めた造林も盛んに行われ、1700

～1800年代にかけて、マツなどの建

築資材のほか、農作物の塩害対策の

ためのアダン、凶作時の食用として

のソテツなどが植えられました。

　1879年の廃藩置県後、管理の手が

離れた杣山は、盗伐乱伐の対象とな

り、急速に衰退していきました。

　現在では牧山と大野山林でその一

部を見ることができますが、開発に

よる伐採は続いています。50年、

100年先も緑豊かな宮古の環境を残

していくために、これらの山林を

守っていくことも重要な課題となっ

ています。

棚原

瀬戸川
佐和地

与那原瓦原那底

花切

杣山：琉球王府の山奉行が監督し、間切・村（島）が管理する山

『宮古の自然と人』第三巻自然編第Ⅱ部より

もり

ウプンナクズ

カーラバリ

タナバリ

イイウプヌ

ムイヌスム

ナズク

パナキシャ

フタイムミ

ウプムミグス　　　　　　ムミ

きび　　　　　　　かん　 り　　　　　　　　　     そま   やま

フカスク

サーズー

ユナパリ

シドゥガー

スヌリ

　きょうふう　ちょくしゃにっこう

　 つち　　 なが　　 だ

ぐんらく

　　　 さん りん　　 かん さつ　　　　　　　　　　　　　　　 　みち　  あいだ

　　　　  　くさ  　　てい  ぼく　　   は

　　　　　  しょくぶつ     りん ない　　しんにゅう

　　　　　　　　　はな　　　　　　　　　     いっ てい　　　い   ち  かん けい

　　  　たも

　　　　　　　　 ど　しゃ　　 なが　　    で　　　　　　　 ふせ   　 たい せつ

　　　  やく め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐん らく　　　　 よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　そと がわ　　

　　　　     しげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　 お

　　　　　　 にん げん　　　　　　　　　　　　  き　　   さむ

　み　　　まも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ちょくせつかぜ

　　　 ふ　　　 こ　　　　　　　　　　にっ こう　　ちょくしゃ　　　     かん

  そう　　　　　　　　　ふせ　

　　  いっ  けん  あ　　　　  いんしょう　　あた　

　　　じゃ   ま  もの　　　おも　　　　　　　　 か　　 　はら

　　　　　こう  じ　　　　　　　　　　　　　　しゅうへん

   と

　　　けっ  か　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　

　　  こう  たい　　　　　あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ちゅう い

　　  ひつ よう　　

りゅうきゅうおうふ  やまぶぎょう    かんとく　　  まぎり　   むら　　　　　 かんり　　　   やま   

                               なん ぼく ほう  こう　           かず すく　　　    　さん りん　

                                                     すじ

                         むかし　　　　  せい  かつ　　　ひつ  よう         もく  ざい

　まき　       た  　    もの       ちょうたつ　　　　　  ば                               かぎ

                      　し    げん　　　　　　　　　  りゅうきゅうおうふ　　　　    きび

　　　　　  かん  り

         しょうさい　                                              げんじゅう

          さだ　           ぞう りん　     さか　

                                                                                                             けん

   ちく  し   ざい　                           のう さく もつ        えん がい たい さく

                                                 　きょうさく じ　　　しょくよう　    

　　　　　　　　　　　　　　　　　 う

                                         はい はん  ち  けん   ご　　　　　　　　　　 て

  はな                                     　　  とう ばつ らん ばつ      たいしょう

               きゅうそく       すいたい

                                      まき やま     　おお   の  さん りん　　　　　　　  いち

　 ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かい はつ

                  ばっさい　　　 つづ

                                     みどりゆた                                                         のこ

                                                           じゅうよう　　   か  だい

                                しょくりん　　　　　　めん せき　                    

　　　      つぼ　　　　　　　　　　  とう  じ        いちだい

  じぎょう

ほんかくてき

きょうゆうりん

ほうこく

しりょう



代表的な御嶽

御嶽林コース 約1km
所要時間:徒歩約15分 海側コース約750m

所要時間:徒歩約10分

牧山散策コース(森林・御嶽林)
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牧
山
散
策
コ
ー
ス（
森
林
・
御
嶽
林
）

御嶽林
　御嶽は、集落の人にとって大事な祈りの場

で、むやみに立ち入ることや許可なく伐採す

ることが禁じられています。その結果、自然

林に近い植生が残されています。

　牧山公園は伊良部島の東側の

断崖上に位置し、サシバの形を

した展望台からは、宮古島と池

間島、来間島、各島をつなぐ３

つの大橋を一望できます。宮古

諸島の形や位置関係がよくわか

り、植物の環境が観察できる場

所でもあります。
多目的広場

豊見氏親墓碑

展望台

牧山陣地壕

比屋地御嶽

大神島
宮古島 来間島来間大橋

伊良部大橋

池間島
池間大橋

サキシマエノキ

ピャーズ      う   たき

  まき  　　 やま    　    さん    　  さく　                                  　　　　　　　    しん          りん　            　　　　う      　  たき    　   りん

           まき  やま  こう えん　         い    ら    ぶ    じま　     ひがし がわ

    だん がい じょう　      い     ち　　　　　　　　　　　　　　　　 かたち　

                    てん ぼう だい　                                                              いけ

     ま               　 くり   ま　　　　　　 かく とう

            　　 おお  はし　      いち  ぼう

　 しょ とう　　　　　　　　　い　  ち　かん  けい　

                                          かんきょう　      かん  さつ　　　　　　　　   ば

    しょ

                                       しゅうらく　                                            だい　じ　　　　いの　　　　　　ば

　　　　　　　　　　　　　　　　 た            い　                               きょ   か　                ばっ さい

                                 きん　                                                                           けっ  か　          し   ぜん

  りん　                   しょくせい         のこ

おおがみじま
みや  こ  じま

くり  ま  おお はし くり   ま じま

いけ  ま  じま

　いけ ま  おお  はし

てんぼうだい

　い   ら   ぶ   おお はし

　まき やま じん  ち  ごう

た  もく てき ひろ  ば

とぅゆん  うずうや　ぼ　 ひ

う    たき   りん

うたきりん

しょようじかん　　と  ほ
うみがわ

だいひょうてき　     う たき



祭祀と植物
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３本のススキを三又

に束ね、種まきの終

わった畑の中央に立

てて豊作を祈る。

集落から厄を祓う行事のこと。

集落の各方位の出入口にススキ

などで編んだ綱に豚の骨をぶら

下げ、結界のように張る。

　宮古では昔から各集落ごとに祭祀が行

われてきました。多い地域では年間に50

を超える祭祀が行われ、五穀豊穣、無病

息災、航海安全など、暮らしと深く結び

ついています。そういった祭祀にも植物

が使われており、各集落ごとに少しずつ

違いがあります。

　藁算は、稲藁やイグサなどを結んで、

数の記録や計算機として使った沖縄独自

の民具。宮古ではススキを使った。農民

や庶民を中心に県内各地で使われてい

た。現在は宮古や八重山、一部の沖縄島

で稀に祭祀に使われる。

バラザン、サン(藁算)

マータ

トウツルモドキ・
クロツグ・ススキ
・サキシマボタン
ヅルなど

シイノキカズラ（キャーン）・
カラスキバサンキライ・グンバ
イヒルガオ・クロツグ・サキシ
マボタンヅル・リュウキュウボ
タンヅルなど

草冠

手草

ヤブニッケイ・グミ
モドキ・ダンチク・
シマヤマヒハツ・ク
バの葉など

リュウキュウガ
キ・クロツグ・
ダンチクなど

杖

腰帯

スマフサリ、スマッサリ

ティ   ウサ

さい　 し　　　    しょく  ぶつ

グシャン

                                        むかし               かく しゅうらく

                                                                                ち   いき

         　こ　                                                                       ご   こく  ほうじょう　      む  びょう

   そく  さい　      こう  かい あん  ぜん　                       く　                        ふか　      むす　

   ちが

                               やく　     はら　     ぎょうじ　

                               ほう   い　        で   いり ぐち

                          あ　              つな　     ぶた　     ほね

    さ                けっかい　                           は

                                                     さん また

 　     たば　             たね　                     お

　　　　　　　 はたけ　  ちゅうおう

               ほう さく　    いの

         ばら ざん　           いね わら　　　　　　　　　　　　　　　　 むす　

  かず         き   ろく　    けい さん   き　                                                      どく じ

　      みん  ぐ　                                                                                        のう みん

       　しょ みん                              けん ない かく   ち

                げんざい                              や    え  やま　

         まれ

くさかんむり

こし　おび



ちょま　　　　  さとうきび

ブーとブーギ

カラムシ（苧麻）

　宮古といえば宮古上布が有

名です。1583年に稲石が琉球

王府に献上したのが始まりと

され、260年にもおよぶ人頭税

の時代は、上布を税として納

めていました。糸の材料とな

る苧麻の栽培をはじめ、織物

まで仕上げる全ての工程がひ

とつの島で完結しています。

　1881(明治14)年に宮古で初

めてサトウキビが植え付けら

れ、1883年には黒糖が製造さ

れました。人頭税が廃止され

て自由に商売ができるように

なった1903年以降、サトウキ

ビの生産は増え、いまでは沖

縄県の総生産量の40％をし

め、島の基幹産業となってい

ます。

多年生草本。皮を

剥いで繊維をとっ

た。家の敷地内で

栽培したり、周辺

に生えているもの

を採って使った。

イネ科の多年草。長さ

６m以上にもなる。茎

の節から芽が出る。

11 月頃に穂が出ると

糖度があがり、12～4

月にかけて収穫・製

糖される。

繊維を取り出し

刈り取り

糸にしていく

宮古諸島は４つも製糖工場がある！

沖縄製糖

宮古製糖（城辺）

宮古製糖（伊良部）

宮古製糖（多良間）

トウツルモドキ

祭祀に使われる植物
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常緑高木。御嶽に植

えられている。祭祀

で腰にまく。葉で扇

子や蓑、クバ笠、釣

瓶、縄などを作っ

た。花の茎は子ども

のおやつ。

多年生草本。秋に直

立し高い穂を伸ば

す。茎は中空で節が

ある。魔除けや、津

波避けの祭祀ナー

パイでも使われる。

茅葺屋根の建材。

常緑つる性木本。祭

祀のときに頭や腰、

体全体に巻くのに

使われる。カゴなど

も作った。

常緑つる性木本。花

期は夏から秋にか

けて強い香りの白

い花を咲かせる。祭

祀のときに草冠に

する。

常緑つる性木本。農

具の唐鋤に葉が似て

いることから名がつ

く。祭祀のときに草

冠にする。

オキナワソケイ カラスキバ
サンキライ

シイノキカズラ

ダンチクビロウ

常緑低木。祭祀のと

きに葉を編んで頭

や腰に巻く。細く鋭

い葉が魔除けの意

味を持つ。根本の黒

い繊維は縄やカゴ

に利用された。

クワズイモクロツグ

キャーム

常緑つる性木本。サ

サやタケに似てい

る。つるでカゴや鍋

蓋を作った。祭祀の

ときに草冠にする。

マーニクバ ビヴガッサ ダティフ

常緑多年草。葉に供

物をのせたり、供物

を包む。汁は触ると

かぶれるが、止血剤

や破傷風の予防薬

にされた。

クーズ

ブー

さい　　　  し　　　　　　　　　 つか　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょく　   ぶつ

じょうりょくこうぼく　  う  たき         う

         こし　　　　　　　　　　         せん

    す　      みの　                 がさ　　つる

    べ      　なわ　 

　　　　　　　　  くき

                ていぼく　

                                 あ　

                        ま　          ほそ     するど

                       　ま    よ　                い

    み　                         ね  もと　

          せん  い

                                                       く

 もつ　

         つつ　       しる        さわ

                                      　し  けつ ざい

       　は  しょうふう　       よ  ぼう  やく

                       そう  ほん　            ちょく

  りつ　                       ほ　        の　

                         ちゅうくう        ふし

　                                                     つ

  なみ　よ　

  かやぶき   や   ね　      けん ざい

                                     もく ほん　  か

    き　

                                かお

　　　　　　　　さ

　　　　　　　　　　　　  くさかんむり

　　　　　　        　　　あたま　   こし

からだぜん たい

                                                       のう

    ぐ　     からすき 　                   に

                                                      なべ

 ぶた

                                                             みや    こ  じょう  ふ　　　   ゆう

　 めい                                                             いな  いし　   りゅうきゅう

     おう   ふ          けんじょう　                                はじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                 にん とう  ぜい

　　        じ    だい                                                 　　　　　　　　  おさ

                                                            　　　　　  ざいりょう

             ちょ   ま 　        さい  ばい  　                                      おり もの

　　　　　    　し     あ 　                すべ                  こう   てい

                        　　　　　　かん けつ

                                               かわ

　は　　　　　　せん　い

                                しき   ち   ない

  さいばい                                しゅうへん

　　　  は

       　と

ちょ   ま

                                  めい   じ　

                                                              こく  とう　     せい  ぞう　

                                                                            はい   し　

             じ    ゆう         しょうばい

                                                     　い  こう

                 　せい  さん　         ふ

                             そう   せい  さん りょう　

                                     き    かん  さんぎょう

                  か

　　　 ふし                   め

　　　　　　  ごろ         ほ

  とう  ど

                                      しゅう かく       せい

  とう

しょ とう　　　　　　　　   せいとうこうじょう

い  ら   ぶ

ぐすくべ

た  ら   ま

牧
山
散
策
コ
ー
ス（
森
林
・
御
嶽
林
）
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　『宮古島市史第三巻 自然編 第一部 みやこの自然別冊(2020)』によると、宮

古諸島の在来種は680種とされています。2012～2017年にかけての調査・

報告では、宮古諸島の絶滅を危惧される繊管束植物89種のうち、３種は絶滅

し、約４割は確認ができませんでした。現在、宮古諸島だけに生育する固有

植物は、ミヤココケリンドウの１種のみです。また、国内で宮古諸島だけに

みられる植物は７種、宮古諸島を北限とする種は42種が確認されています。

サキシマエノキ

ミツバウコギ

ケナシ
ハテルマカズラ

タイワン
チトセカズラ

ミヤコジマソウ

イラブナスビ

宮古の固有種、希少種

宮古諸島でしか見られない植物（固有種）

ミヤコ
コケリンドウ

国内では宮古諸島だけに見られる植物

２年生草本。海水飛沫を浴びるような低い

岩礁地に生え、草丈は３～５センチほど。

個体数は少なく、宮古島と下地島の数か所

のみで確認されている。ゴルフ場やホテル

の建設など、海岸の開発が進んでおり、生

育可能環境が減少しつつある。

落葉小高木。宮古島と伊

良部島の４か所のみで

生育を確認。宮古島の個

体がコバノチョウセン

エノキの変種として選

定基準標本となった。

常緑つる性多年草。ハテ

ルマカズラの変種。植物

体に毛がない。伊良部島

では近年確認できず多

良間島の数か所のみ。

常緑小低木。海岸の岩

場に這うようにして

生える。伊良部島の２

か所でごく少数確認。

宮古諸島が基準産地

であり、分布の北限。

常緑半つる性木本。長

さ数mにもなる。枝と

葉柄に逆さにトゲがあ

る。確認されている自

生地は宮古島で２か

所、個体数は少数。

常緑亜低木。2011年

に宮古島で約30年ぶり

に生育が確認された。

宮古島で自生するのは

１個体のみ。

常緑ほふく性低木。沖

縄県固有種で自生地と

個体数が少ない。宮古

は伊良部島でごく少数

の個体が確認された。

常緑小高木。林縁に生

える。宮古島平良の２

か所で少数個体が確

認された。

常緑高木。西平安名崎

付近に１個体のみ生育

が確認。この種の北限

が書き換えられた。

常緑つる性木本。宮古

島２か所、伊良部島１

か所で自生、個体数は

少ない。公園管理の影

響で個体数が減少。

常緑ほふく性多年草。

岩上や海岸林に生育す

る。自生地は宮古島と

大神島の数か所。ポリ

ネシア系の植物で、植

物地理学上貴重。

ホソバ
フジボグサ

リュウキュウ
チシャノキ

沖縄県RDB：絶滅危惧IB類
環境省RL：絶滅危惧IA類
宮古島保全種

沖縄県RDB：絶滅危惧IA類
環境省RL：絶滅危惧IA類
宮古島市指定天然記念物

沖縄県RDB：基本種・固有
変種とも絶滅危惧Ⅱ類
環境省RL：該当なし

沖縄県RDB：絶滅危惧IA類
環境省RL：該当なし

分布：宮古島、下地島

分布：宮古島、伊良部島
国外分布：セレベス、
ニューニギア

分布：伊良部島、多良間島
国外分布：台湾、フィリピ
ン、中国

分布：宮古島（日本新記録
種）分布の北限
国外分布：台湾、フィリピ
ン、中国

沖縄県RDB：絶滅危惧IA類
環境省RL：絶滅危惧IA類

分布：宮古島、伊良部島
国外分布：台湾

沖縄県RDB：絶滅危惧IA類
環境省RL：絶滅危惧IA類

分布：宮古島、大神島
国外分布：台湾

分布：宮古島、伊良部
島、多良間島
国外分布：台湾

絶滅危惧種

エノキフジトゲイボタ

沖縄県RDB：絶滅危惧IA類
環境省RL：絶滅危惧IA類
国内希少野生動植物
宮古島市保全種

沖縄県RDB:絶滅危惧Ⅱ類
環境省RL:絶滅危惧IA類

沖縄県RDB：絶滅危惧IA
類環境省RL：絶滅危惧IA類

沖縄県RDB：絶滅危惧IB類
環境省RL：絶滅危惧IA類
宮古島市保全種

沖縄県RDB：絶滅危惧IA類
環境省RL：絶滅危惧IA類

こ　　　　ゆう　　　 しゅ　　　　　　　　　き　　　しょう　　　しゅ

　　　　　　みや　こ  じま    し　 し　だい  さん かん 　し　 ぜん へん　だい  いち  ぶ　　   　　　　　　　　　　　　     べっ さつ

  　　  しょ  とう 　     ざい  らい しゅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょう  さ

   ほう こく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜつ  めつ　　　 き　  ぐ　　　　　　　　　い　 かん そく しょくぶつ

　　　　　　　　　　　わり　　    かく  にん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 げん  ざい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せい  いく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　こく  ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ほく げん

　　　　　　　  そう ほん 　　かい すい  ひ   まつ　　　あ  　　　　　　　　　　    ひく

  がんしょう ち   　　　　　　        くさ たけ

　 こ  たい すう   　 すく  　　　　　　　　　　　　　　　  しも   じ  じま  　  すう

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょう

　　   けん せつ 　　　　　　  かい  がん 　  かい  はつ 　　すす　　　　　　　　　　　  せい

   いく  か  のうかんきょう     げんしょう

 らくようしょうこうぼく　　　　　　　　　　　  い

　ら　 ぶ

　　　　　　　　　　 へん  しゅ　　　　　　　  せん

  ていきじゅんひょうほん

じょうりょくしょうていぼく　

　　　　　   は

　　　　　　　　　　　    しょうすう

　　　　　　　　　　　　　 き  じゅんさん  ち　

　　　　　　　　  ぶん   ぷ  　　 ほく げん　

　　　　　 きん  ねん　　　　　　　　　　　 　た

　ら　 ま  じま

　　　　　　　　  こう えん  かん  り      　えい

 きょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　    えだ

  よう  へい　　  さか

 がんじょう　　かい がん りん

  おお  がみじま

　　　　　　　   けい

　　　  ち　 り   がくじょうきちょう

　　　　　　あ　てい  ぼく

　　　  こ  たい

　　　　　　　　　　　　にし　へ  ん  な 　ざき

    ふ   きん　

　　　 か　　　   か

りん えん

みや   こ　しょ とう　　　　　　　　  み　　　　　　　　　　  しょくぶつ　　     こ　ゆう しゅ

こく ない　　　　　  みや   こ　しょ  とう　　　　　　　　  み　　　　　　　　しょくぶつ

ぜつ  めつ　き　  ぐ　しゅ

ひら   ら



帰

“ミヤコ”とつく植物

このミヤコは“都”なので宮古

とは関係ない。

ミヤコジシバリ

ハマニガナとオオ

ジシバリの雑種

ミヤコグサ シロバナ
ミヤコグサ

海岸に生える
ハマニガナ

畑など内陸に
生えるオオジシバリ

宮古諸島でしか見られ
ない植物（固有種）

国内では宮古諸島だ
けに見られる植物

宮古諸島を北限とする
種。先島諸島固有種

宮古島市指定天然記念
物。宮古島市保全種

ミヤコ
コケリンドウ

ミヤコジマソウ ミヤコジマ
ツルマメ

ミヤコジマ
ハナワラビ

ミヤコジマ
ハマアカザ

ミヤコジマ
ツヅラフジ

ミヤコ
ハママンネングサ

ミヤコジマ
ニシキソウ
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宮古諸島を北限とする種

イシガキ
カラスウリ

インド
ヒモカズラ

オオバ
ハマアサガオ

コウシュン
ウマノスズクサ

シマソケイ

シロツブ

スナハマスゲ

ハテルマギリ

リュウキュウ
ガシワ

リュウキュウ
コマツナギ

沖縄県RDB：絶滅危惧Ⅱ類

環境省RL：絶滅危惧IA類

沖縄県RDB：該当なし
環境省RD：絶滅危惧Ⅱ類

縄県RDB：準絶滅危惧
環境省RL：絶滅危惧ⅠA類

沖縄県RDB：絶滅危惧ⅠB類
環境省RL：絶滅危惧ⅠA類

沖縄県RDB：絶滅危惧Ⅱ類沖縄県RDB：絶滅危惧Ⅱ類
環境省RL：絶滅危惧Ⅱ類

沖縄県RDB：絶滅危惧ⅠB類
環境省RL：絶滅危惧ⅠA類

沖縄県RDB：絶滅危惧Ⅱ類
環境省RL：該当なし

絶滅の危機に瀕している 

絶滅の危険性が高い絶滅危惧ⅠＢ類 

絶滅危惧Ⅱ類 絶滅の危機が増えている

準絶滅危惧

レッドリストとは、絶滅のおそ

れのある野生生物の種のリス

トで、国際的には国際自然保護

連合が作成しており、国内では

環境省のほか、地方自治体や

NGOなどが作成しています。

沖縄県 R D B ？？ 

環境省 R L？？

絶滅

野生絶滅 人が飼育（しいく）・栽培（さいばい）する
ものだけが生きている

絶
滅
が

危
ぶ
ま
れ
る
種

現時点（げんじてん）で絶滅の危険は小さ
いが可能性（かのうせい）がある

絶滅危惧ⅠA類 

沖縄県ではまだ絶滅危惧
ではないけれど、日本国
内では絶滅の危機に瀕し
ている種

リストの見方（例）

しょくぶつ

あ
や

おき  なわ  けん　レッドデータブック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぜつ めつ

　　　　　　　　　     や　せい せい ぶつ      　しゅ

　　　　　      こく さいてき　　　　　　　　　  し   ぜん  ほ　ご

  れん ごう　　 さく せい      　　　　　　　　　こく ない

かんきょうしょう　　　　　　　　　  ち　ほう   じ    ち　たい

みや   こ　しょ とう　　　  ほく げん　　　　　　　　しゅ

ざっしゅ かん けいはたけ　        ないりく

かんきょうしょう　レッドリスト

みかた   れい

きけんせい

じゅんぜつめつきぐ

るい

こ ゆうしゅ さきしましょとう

していてんねんきねん

ぶつ　　　　　　　　  ほぜんしゅ



プクイギー フフゥキ

人
里
、耕
作
地
、草
地

テリハボク

屋敷林として

人里、耕作地、草地の植物

イヌマキフクギ ホルトノキ ナワシロイチゴヨモギ リュウキュウ
コスミレ

リュウキュウ
コクタン

開けた土地に生える草木

強風は防いで

そよ風は通す
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　宮古の島々は大部分を耕作地が占めています。開けた環境は森林の中と異な

り、日当たりがよく、光合成がしやすい一方、強い日差しと風が通る比較的乾

燥した環境でもあります。また、根や茎を伸ばして葉を広げても、踏まれたり

刈り取られたり引っこ抜かれたりと、植物にとっては育つのが難しい場所で

す。そういった難しい環境にうまく適応する植物は、一番最初に生えることか

ら先駆植物と言われ、成長が早く、根や種さえ残っていれば芽が出てきます。

人里や耕作地などの植物は、防風林や観賞用、栽培などで植栽される植物も多

くあり、人によって持ち込まれた外来種がよく見られます。

人里、耕作地、草地の環境

多年生草本。花の

色が淡い紫～濃い

紫と変化が大き

い。白い花が咲く

個体はシロバナ

リュウキュウコス

ミレと呼ばれる。

常緑ほふく性低

木。野生のキイチ

ゴのひとつ。美味

しいので昔から食

べられていた。味

は酸味が強め。

常緑高木。沖縄に

自生し、病害虫に

強く建材として重

宝。水に強いため、

屋外の柱などにも

利用された。果実

の赤い部分は食べ

られる。

常緑小高木。樹皮

が黒く材質が緻密

なことから最高級

の三線の棹や、建

材に使われる。庭

木としても利用さ

れる。

常緑高木。成長が遅

いが材質が硬く葉

が密になるため、屋

敷林として植えら

れる。潮にも強いた

め家の柱などに使

われた。樹皮は染料

になる。

多年生草本。山羊

汁などの臭い消

し、お茶や刺身の

つま、もち、天ぷら

にして食べる。お

灸や熱冷まし、鎮

痛剤、血圧降下剤

としても使用。

公園や街路樹、

　防風林として

常緑高木。馬小屋や

畑小屋の建材、農機

具や豆うち棒など幅

広く使われた。果実

は乾燥させると長時

間燃えるので、ラン

プ代わりにした。

常緑高木。古い葉は

赤く紅葉するので、

一年を通して緑の

中に赤がちらほら

混じって見られる。

ヤツヴサ ムトゥビキャーギギー ヤラヴギー

ひと　　　  ざと　　　　　　　 　こう　　　 さく　　　　 ち　　　　　　　　　くさ　　　　ち　　　　　　　　   しょく　　  ぶつ

きょう  ふう　　　   ふせ　

かぜ　　　    とお

ぼう    ふう   りん
や　 しき　りん

こう　 えん　　　　がい　  ろ　 じゅ

じょうりょくこうぼく　 せいちょう　　 おそ

　　　　   　ざい  しつ　　　かた

　　　みつ

　　　　　　　　　　　　　   う

　　　　　　　しお　　　　   つよ

　　　　　　　　はしら

　　　　　　　　　じゅ　ひ　   　せんりょう

　　　　　   しょうこうぼく

　　　 くろ　　  ざいしつ　　　 ち　みつ

　　　　　　　　　　　    さいこうきゅう

　   　さん しん　　　さお　　　　　けん

   ざい　　　　　　　　　　　　　　 にわ

　　　　　　　　　　　　　り　よう

　じ　せい　　　　　びょうがいちゅう

  つよ　　　　　　　　　　　　　　   ちょう

  ほう

  おく がい　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　か   じつ　

　　　　　　　　  ぶ   ぶん

　　　　　　　　　　　   うま    ご     や

 はたけ ご　  や　　　けん ざい　　　のう  き

　 ぐ　　　　　　　　　 　ぼう　　　   　はば

  ひろ　　　 つか                        　    か  じつ

　　　かん そう　　　　　　　　　　ちょうじ

  かん　も

　　　  か

　　　　　　　　　　　しま  じま　　　  だい   ぶ    ぶん　　　　　　　　　　　　　  し　　　　　　　　　　　　　　　  　ひら　　　　　　　　　　　　 　しん  りん　　　　　           こと

　　　　　   　ひ　  あ　　　　　　　　　　　　　　　 　こう  ごう  せい　　　　　　　　　　  　   　いっ ぽう　　　つよ　　　  ひ　  ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　かく  てき　かん

　そう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　くき　　   　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ふ

   　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  そだ　　　　　　　　むずか　　　　　　 ば　しょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 てき  おう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい  しょ

　　 　 せん  く   しょく ぶつ　　　　　　　　　　　　 せい ちょう　　  はや　　　　　　　　　　　たね　　　　　  のこ　　　　　　　　　　　　　 　め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぼう  ふう  りん　　　かん しょう よう　   　さい ばい　　　　　　　 　しょくさい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　がい らい  しゅ

　　　　　　 こう よう

　   ま

ひら　　　　　　　　と　　ち　　　　　 は　　　　　　　  くさ    き

　　　　　　　　   そう  ほん　　 や　  ぎ

  じる　　　　　　　　 　にお　　　　  け

　　　　　　　　ちゃ　　 　さし　み

  きゅう    　ねつ　さ　　　　　　　 　ちん

　つう  ざい　 　けつ  あつ  こう　か　ざい

　　　　　　　　　　 し   よう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　てい

  ぼく　   や    せい

　　　　　　　　　　　　　　　   お　い

　　　　　　　　　　 むかし

　　　　　　　　　　　　　　　　　  あじ

　　　さん   み　　    つよ

　　　　　　あわ　   むらさき　   こ　

　　　　　　  へん    か

　 こ    たい

ひと　 ざと　　　　こう　さく　  ち　　　　  くさ　  ち　　　     かんきょう



外外外

外 外外 外

ウプバーギー

人
里
、耕
作
地
、草
地

モクマオウヒマ

ギンネム オウギバショウ

クロトンオオバギ

ソウシジュ

ボタンボウフウ

ムニンキケマン シマキケマン

シロノ
センダングサ
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アカメガシワヤンバル

アカメガシワ

ミーツムヌギー

落葉小高木。葉裏の

粉が目に入るから

「ミーツムヌギー

（ゴミが目を刺す

木）」。家畜のエサ。

常緑小高木。開けた

土地に育ち、大きな

丸い葉はおにぎり

を包んだり、皿代わ

り、トイレットペー

パー代わりにした。

家畜のエサ。

多年生草本。長命

草とも呼ばれる。魔

除けとして利用。防

腐剤代わりに食べ物

の上に添えたりもす

る。胃腸薬として使

われる。

常緑低木。形や色が多

様な葉が特徴。ヒヌカ

ンや仏壇に供えたり

するため、家の敷地に

植栽される。

２年生草本。人家の

脇や草地に生え軟

質で水っぽい。独特

な臭いの葉は風邪

薬や熱さましとし

て利用された。

２年生草本。ムニン

キケンマンより花

の色が薄く、全体的

に小ぶり。

１年生草本。若葉は

和え物、汁物に入れ

て食べた。痛風に効

く薬としても使っ

た。お茶としても利

用される。

常緑小高木。戦後、

米軍が焼け野原に

飛行機で種をまい

た。家畜は食べる

が、鮮度が悪いと毛

が抜けるのであま

り使用しない。

常緑高木。主に燃料

として使用。薪はマ

ツよりも高価だっ

た。なまり節を作る

ときにも使用する。

１年生草本。トゲの

ある果実が特徴。種

子は有毒だがヒマ

シ油がとれる。種子

を葉の上で転がし

て遊んだ。

常緑高木。葉の間に

たまった水を旅人

が飲んだと言われ、

旅人の木とも呼ば

れる。種が鮮やかな

青い繊維で包まれ

ている。

常緑高木。初夏に黄

色い花が球状に咲

く。葉は退化し、葉

柄が平たくなって

葉のように見える。

畑の防風林や緑肥

として植えられる。

半落葉小高木。新芽

が赤いことが名の

由来。日当たりのよ

い林縁に生える。ヤ

ンバルアカメガシ

ワと用途が似る。

ムニンキケマン

35種類の方言があり、どれもとても長い！

・インヌユシバイムフサ（狩俣）

・クーシャガマ（宮国）

・トゥリガマギー（佐和田長浜）

・ヌーマヌスバイウサ（佐良浜）

・マズムヌダフゥナ（保良）

・ムマガユッパイフゥサリフゥサ（新里）

・ヤーマガムマガユスパイフゥサ（西中）

・ヤーマヌウプウヤカ

　ユッパイフファリフファ (大神 )

サフナ モクモーウスガマギー

ショージギー ニーニヴギー ムツヴサ

方言がたくさんある

 じょうりょくしょうこうぼく  ひら

　　　　　　　　そだ

   まる

　　 　つつ　　　　　　　  　さら　か

　  か  ちく

   らく よう　　　　　　　　　 は  うら

　こな　　　 め

　　　　　　　　　　　　　　　   さ

　はん　　　　　　　　　　　　    しん  め

　　　 あか

  　ゆ  らい　　ひ　 あ

　　  　りん えん

　　　　     よう  と　　　  に

　　　　　　　　   そう ほん　　　ちょうめい

   そう　　　　　 よ　　　　　　　　　　 ま

     よ　　　　　　　　　　 り  よう　  　ぼう

     ふ  ざい  　　　　　　　　    た　　　もの

　  　　　　　　  そ

　　　　　  いちょうやく

　　　　　　　　　　　　　 じん   か

  わき　　　くさ　ち　　　　　　    　なん

  しつ　　　　　　　　　　　    　どくとく

　　　にお　　　　　　　　　 　  か　  ぜ

 ぐすり　　 ねつ

うす　　　    ぜんたいてき

ほう げん

　　　しゅるい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   なが

　　 犬のおしっこにおいのする草　　　　　　　　 かりまた

　　やりくりじょうずな人　　    みやぐに

　　鳥のとさかに似た木　　　　　　   さ　わ　だ  ながはま

　　馬のおしっこのにおいのする草　　　　　　さ　ら  はま

　　魔物（おばけ）の草　　　　　　　　 　ぼ  ら

　　おばあのおしっこのにおいのする草　　　　　　　　　　　　  　しんざと

　　八重山（石垣）のおばあのしっこのにおいのする草　　　　　　   にしなか

　　八重山のおじいの

　　おしっこのにおいのする草　　　　　　　　　　　　  おお がみ

　　　　　　　　　　かたち　　　　　　　 た

 よう　　　　　　　とくちょう　 　　火 の 神　

　　　　　  ぶつ  だん　  　そな

　　　　　　　　　　   いえ　 　しき   ち

しょくさい

　　　　　　　　　　　　　　　   ねんりょう

　　　　　　　　　　　　　  まき

　　　　　　　　　　　こう    か

　　　　　  　　　　     ぶし

　　　　　　　　　　　 しょ  か　　 　 き

　　　　　　　　　  きゅうじょう 　　  さ

　　　　　　　　　たい  か　　　　　 よう

  へい　　  ひら

はたけ　　  ぼう ふう  りん　　 りょく  ひ　

　　　　　　　　う

　　　　　　　　　　　　　　  せん  ご

  べい ぐん　　　  や　　　　の   はら

  ひ　  こう  き　　　  たね

　　　  　か　 ちく　

　　　　  せん  ど　　　わる

　　　 ぬ

　　　　　　　　　　　　　　　 たび びと

　　　 の

　　　　　　　　　  　あざ

  あお　  　せん   い　　 　つつ

　　　　　　　　　　　　　わか  ば

　あ　　　もの 　しる  もの

　　　　　　　　　　  つう ふう　　　き

　　　　　  ゆう どく

　　  あぶら

　　　　　　　　　　　　　ころ

　　　あそ



ハイビスカスであそぼう！

テリハボクの実の虫カゴ

フクギのぞうり

ウスガマギーころころ

アリマウマノスズクサで…

歌や民話と植物 遊びと植物
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モロコシソウ

多年生草本。石灰

岩地や林内に生え

る。蒸すと独特の

甘い香りを発し、

防虫剤や香りづけ

に使われた。

『平安名のマムヤ』

　昔平安名というところにニフゥニイの香りのする、

マムヤという絶世の美女がいました。その噂を聞きつ

けて会いに来た野城按司と恋に落ちますが、按司には

すでに妻子がいました。最初は妻子と別れると言って

いたのに、結局は「いい香りのするお前より、子どもの

うんちやおしっこの臭いのする妻のほうがよい」と言

い放ちました。絶望したマムリャは平安名崎の崖の上

から身を投げてしまいました。娘を心配した母がいく

ら探しても見つけられず、ただ崖に着物がはためくだ

けでした。

『マータの由来』

　昔、みすぼらしい姿の片足が不自由な老人が、お金持ちの家をたずね、一晩泊

めて欲しいと言うと、「乞食を泊めるわけにいかない」と断られました。しかた

なく隣の貧乏な家を尋ねると、「こんな粗末な家でよければ」と快く迎え入れて

くれました。実は神様のお使いであった老人は、お礼にと「あなたが畑に作物を

植えたあとに、マータを結っておきなさい」と教えました。貧しい家の主人が言

われた通りにすると、毎年神様がその畑にユー（豊作）を与えるようになりまし

た。それからというもの、村人たちもマータを結うようになりました。

参考： 城辺町史第六巻歌謡編 /歌 上田長福（2000）

参考： 城辺町史第五巻民話編 /語り砂川恵辰（1990）

ニフゥニイ

うた　　　   みん　 わ  　　　   しょくぶつ あそ　　　　　　   しょくぶつ

　　 むかし　 へ ん な    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かお

　　　　　　　　　　　　　   ぜっ せい  　　び   じょ  　　　　　　　　　　　　　　   　うわさ

　　　　　　　　　　　　　　　　  ぬ  ぐすくあ　ず  　　 こい　　　お　

　　　　　　　 さい   し  　　　　　　　　　　　　 さい しょ　　　　　　　　　 わか

　　　　　　　　　　  けっきょく

　　　　　　　　　　    　　　    　　　      にお　　　　　　　　　つま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　はな　　　　　　　　　　  ぜつ ぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　へ ん な　  ざき     　がけ

    　　　　 み　　 　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　むすめ　　しん ぱい  　　   　はは　　　　　　　

　　  さが     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き  もの

へんな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 すがた  　かた あし　　　ふ    じ  ゆう    　ろう じん　　　  　　 かね   も  　　　　 いえ 　　　　　　　　　   ひと ばん　と

　　 　　　ほ　　　　　　　　　　 　　　　　　　　こ  じき　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことわ

　　　　  となり  　びん ぼう  　　　　    　たず   　　　　　　　　　　　　　　  　そ  まつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こころよ   むか

　　　　　　　　　  　　　じつ  　   かみ さま　  　　   つか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  れい  　　　　　　　　　　　　　   はたけ      さくもつ

   う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ゆ  　　　　　　　　　　　　　　　　　    　おし　　　　　　　　　　 まず　　　　 　　　  　しゅ じん

　　 　　　　  とお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほう さく 　　 　あた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    むら びと

　　　　　　　　 そう  ほん   　せっ  かい

   がん ち　　    りん  ない

　　　      む　　　　　   どく  とく

  あま　　　　　　　　　　　はっ

  ぼうちゅうざい

ゆ   らい

むし



埋蔵文化財
まいぞう

国 宝

登
録有形文化財

重
要無形文化財

重

要
有形民俗文化

財

重

要
無形民俗文化

財

登

録
有形民俗文化

財史跡

名勝

特別史跡

特別名勝

天然記念物

選
定保存技術 埋蔵文化財

重
要

伝

統
的建造物群保

存
地

区

特
別天然記念物

重
要文化的景観

登録記念物

重要文化財

保存と活用が
特に必要なもの

ほぞん　　かつよう

指定

指定

指定

指定

指定

指定

指定 指定

指定

指定

指定

指定

してい

重要文化財

重要無形文化財

登録有形文化財

登録有形文化財

こく  ほう

国 宝

 む  けい　　　　　

無形文化財

無形
文化財

みんぞく　　　　　

民俗文化財

民俗
文化財
民俗
文化財

記念物記念物

 き  ねん ぶつ

記念物
てん ねん き ねん ぶつ

天然記念物

  し せき

史跡

　　　　　    けい かん

文化的景観

文化的
景観
文化的
景観

でんとうてき けんぞうぶつぐん

伝統的建造物群 伝統的
建造物群

伝統的建造物
群保存地区

の文化財
　　　　ぎじゅつ

保存技術

文化財の体系図
ぶん  か  ざい　　　たい けい  ず

文化財の種類
しゅるい

建造物

美術工芸品　工芸品、絵画、

彫刻、書跡、典籍、古文書、

考古資料、歴史資料など、

形のあるもの

演劇、音楽、工芸技術などの、

形 の な い、人 間 の「わ ざ」

そのもの

文化財 文化財

記録や作成などを考える
必要のある無形文化財

きろく　　さくせい　　　　　 かんが

記録作成等の措置を講ずべき
無形の民俗文化財

重要なもの
じゅうよう

特に重要なもの
とく   じゅうよう

特に価値の高い
もの

か  ち　　 たか

ひつよう

特に必要のある
もの

有形文化財
ゆうけい

有形
文化財

重要有形民俗文化財

登録有形民俗文化財

重要無形民俗文化財

特別史跡
とくべつ

特別名勝

特別天然記念物

登録記念物

重要文化的景観

重要伝統的建造
物群保存地区

選定保存技術

保存できるよう
考える必要の
あるもの

登録
登録

登録

登録

登録

登録

指定

指定

指定

指定

とうろく

登録
とうろく

選択
せんたく

選択

有形民俗文化財　無形民俗文

化財に使われる衣装、器具、

家屋など

無形民俗文化財　衣食住、生

業、信仰、年中行事などに関

する風俗習慣、民俗芸能、民

俗技術

遺跡　貝塚、古墳、都城跡、

城跡、旧宅など

名勝地　庭園、橋梁、渓谷、

海浜、山岳など

動物、植物、地質鉱物

選定
せんてい

選定

都道府県また
は市町村の申
し出に基づい
て選定

市町村が
決定

世界から見ても

価値が高い、国の宝

土地に埋まっている
文化財

文化財ではないが、保護の対象と
なっているもの。文化財の保存に必
要な材料や用具の生産制作、修理・
修復の技術など

宿場町、城下町、農漁村など

地域の人々の生活または生業

及び地域の風土によって形成

された景観地　棚田、里山、

用水路など

豊見親墓３基
（とぅゆみゃばか３き）

宮古上布
（みやこじょうふ）

治金丸 / 沖縄県
（じがねまる / おきなわけん）

旧西中共同製糖場煙突
（きゅうにしなかきょうどう
　せいとうじょうえんとつ）

それぞれの文化財の一例
いち  れい

ウイピャームトゥ
の祭場（さいじょう）

宮古島のパーントゥ

遠見番所
（とおみばんしょ）

吉野ヶ里遺跡 / 佐賀県
（よしのがりいせき / さがけん）

形のないもの

東平安名崎
（ひがしへんなざき）

別府の湯けむり・温泉地
/ 大分県（べっぷの ゆけむり 
おんせんち / おおいたけん）

竹富島の農村集落 / 沖縄県 竹富島
（たけとみじまの のうそんしゅうらく）

苧麻糸手績み
（ちょまいとてうみ）

住屋遺跡
（すみやいせき）

旧仲宗根氏庭園
（きゅう なかそねし ていえん）

オカヤドカリ イリオモテヤマネコ

識名園 / 沖縄県
（しきなえん）

形のあるもの
かたち

歴史上の名所
れきしじょう めいしょ

景色の
よいところ

けしき

貴重な自然を
記念するもの

きちょう　しぜん

人間と自然が
作ってきた景色

にんげん

生活に関係
したもの

かんけい

れきしてき

歴史的なまち
なみや景色

文化財の
保存に
大事な技術

埋まって
いるもの

う

※宮古島市や、沖縄県、九州にある文化財の一例

伝統的建造物

群保存地区

竹富島の生活用具 842 点 /
沖縄県 竹富島（たけとみじま

のせいかつようぐ / たけとみじま）

名勝
めいしょう

2021 更新



私たちの文化財です

大切にしましょう

文化財を許可なく無断で現状変更する
ことは法律で禁止されています。

発行 2024(令和６)年３月
編集・発行 宮古島市教育委員会
 〒906-8501沖縄県宮古島市平良字西里1140番地
 TEL 0980-72-3764　FAX 0980-73-1976
イラスト・デザイン　 山田　光
令和５年度宮古島市neo歴史文化ロード整備事業

宮古島市neo歴史文化ロード　綾道(自然・植物編)

教育委員会
公認アプリ

このアプリケーションは、GPS機能を利用したコース案内が
可能なほか、現地で文化財の説明などを閲覧することができ
ます(ダウンロードをしておけば、ネット環境が不十分な場所
でも文化財の閲覧が可能です)。

ポータルサイト

写真提供(敬称略)
藤田喜久(沖縄県立大学全学教育センター教授)ミ
ヤコチスジノリ
保坂健太郎(国立科学博物館 植物研究部)トキイロ
ヒラタケ/チチアワタケ
三輪大介(ヤラブの木 副代表)アダン_バスとツガキ
山口富美夫(広島大学大学院統合生命科学研究科)
ミヤコジマネジクチゴケ
横田昌嗣(琉球大学名誉教授)イシガキカラスウリ

/イラブナスビ/ケナシハテルマカズラ/コウシュ
ンウマノスズクサ/サキシマエノキ/タイワンチト
セカズラ/ホソバフジボグサ/ミツバコウギ/ミヤ
ココケリンドウ/ミヤコジマソウ/ミヤコジマハナ
ワラビ
佐藤宣子(宮古島市教育委員会文化財係)アダン_
縄/エノキフジ/オオバハマアサガオ/オキナワソ
ケイ/オキナワテイカカズラ/クロイゲ/ケミズキ
ンバイ/サキヒマハマボウ/サキシマフヨウ/シマ

ソケイ/シロツブ/シロバナミヤコグサ/スナハマ
スゲ/ソウシジュ/トゲイボタ/ハテルマギリ/ハマ
ニガナ/ヒルギダマシ/マングローブ 水路 干潮時/
マングローブ 風景 満潮時/ミヤコグサ/ミヤコジ
シバリ/ミヤコジマツヅラフジ/ミヤコジマツルマ
メ/ミヤコジマニシキソウ/ミヤコジマハマアカザ
/ミヤコハママンネングサ/モロコシソウ/リュウ
キュウガシワ/リュウキュウコマツナギ/リュウキ
ュウチシャノキ

わたし　　　　　　　　　　　 ぶん　　か　　ざい

たい　  せつ

 ぶん  か  ざい　　 きょ  か    　　　　 む  だん  　  げんじょうへんこう

　　　　　　　ほうりつ 　　きん  し


